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研究実績

	学術上の論文・著書等

	①論文
	②著書
	③解説・総説等

	報
（総論文数）
※Journal論文に限る
	報
	報

	内、筆頭著者論文
	内、責任著者論文
(筆頭著者論文を除く)
	単著
	共著
	

	報
	報
※注１
	報
	報
	

	①の内、国際共著論文の数　　　　　　報 ※注２
①の内、Web of Science Core Collectionの論文数　　　　　　報


※　注１　論文に責任著者であることが明記されているものに限る.
※　注２　外国の機関に所属する者との共著論文で、論文に当該外国の機関名が明記されているものに限る.
※　注３　複数項目に同じ論文をダブルカウントしないこと.

（1） 学術上の論文・著書等
※本人にアンダーライン、責任著者となっているものは論文タイトルに◎印を付記すること。
1. NOKO, T. and XXX, Y., “◎XXX……………….,” Fluid Dynamics Research 410 (2008), pp.xx-yy. 
2． ．．．
3. 




【著書】
単著, 共著に分けて記載すること.
1. 農工太郎，XXXX, “第1章 第1節　YYYY,” ZZZ (AAA編，東京大学出版会，2009), pp. xx-yy (分担執筆)
2. ．．．

【解説、総説等】


（2） [bookmark: OLE_LINK2]国際会議発表など（本人にアンダーライン）
【査読つき国際会議Proceedings】
1. NOKO, T., XXX, A. and YYY, Y., " XXX……………….," AIAA Paper 2001-0001, 2001
2. ．．．

【国際会議発表（査読無し）】
基調講演、招待講演の場合にはその旨を付記すること.
1. NOKO, T, ．．．．
2. ．．．




（3） その他の特記事項（特許など）
特許については申請中と取得済みを分け，共願者を明記すること.


【受賞（共同受賞者を明記）】




【業績のまとめ】
	H-index*

	査読付き
学術論文
	WoS論文
	国際共著
論文
	査読付き国際会議論文
	国内会議，国際会議発表
	基調講演・招待講演

	
	
	
	
	
	
	


*H-indexは　Publons(Web of Science)/Google scholar/Scopusを明記すること．





（４）科学研究費補助金（年度，題目，金額を明記）
・代表者分


・分担者分



（５）その他外部資金（年度，題目，金額を明記）
・代表者分



・分担者分


業務実績（所属機関の業務に関連する実績）
・○○研究所 ○○委員（令和○〜○年度） 
・○○大学○○研究科 ○○委員（令和○〜○年度）


社会貢献活動の実績（審議会委員，学会活動状況等）
・○○学会○○評議員（令和○〜○年度） 
・○○学会第○回○○学会○○委員（令和○年度〜） 
・○○学会第○回○○責任者（令和○年度）





その他特記事項（所属機関の委員会委員等）







教育実績（学部、大学院の別を示す。）
（１）主要な学部の授業実績
（①授業科目名、②教養、基礎、学科専門の別、③講義、実験、演習等の別、④年間担当授業時間数、⑤実施年度、⑥実施大学、⑦常勤・非常勤の別を記入）



（２）主要な大学院の授業実績
（①授業科目名、②教養、基礎、学科専門の別、③講義、実験、演習等の別、④年間担当授業時間数、⑤実施年度、⑥実施大学、⑦常勤・非常勤の別を記入）


（３）学生指導実績
卒業論文指導（又は指導補助）学生人数　　　　（  ）人
修士論文指導（又は指導補助）学生人数　　    （  ）人
博士論文指導（又は指導補助）学生人数　　    （  ）人






照会先
応募者の研究内容，人物についてご意見を伺うことのできる方をご記入下さい．但し、関係者（指導教員，元指導教員，ポスドクの受入教員，研究の助言を頂いた方等）は除いて下さい．

	照　　会　　先＊　１
	氏　　名
	電話

	
	所属・職
	Fax.

	
	E-mail

	照　　会　　先＊　２
	氏　　名
	電話

	
	所属・職
	Fax.

	
	E-mail



注意
合否の通知も含めて連絡は原則としてE-mailで行いますが，E-mailで連絡できないときや緊急に連絡する必要がある場合には，電話などで連絡する場合があります．
応募書類は返却いたしません．



●ご記入にあたり、次の点にご留意下さい●
１．項目ごとに詳細記入の上、該当する項目については総計数を最上部の表に記入．
２．記入事項の無い項目については「該当無し」と記入.（項目については削除しないこと.）
３．研究業績全てについて記載すること．
４．提出に当たっては，このファイルを利用し，各自のデータを上書きし，それをＰＤＦ化する．








